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（放射線量等分布マップ拡大サイト/電子国土、文部科学省） 

134Cs + 137Cs沈着量、2012年5月31日 



発表の構成 

1. 林業における放射能汚染問題の背景 

• 広葉樹きのこ原木生産と福島県 
 

2. コナラ林の汚染状況調査結果 

• きのこ原木の生産、地下部の根 
 

3. 林業再生に向けた研究上の課題 
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林産物とは？ 
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←きのこ 

←木材 
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しいたけ原木 他県からの調達 
平２２ 

林野庁業務資料 
から作成 
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しいたけ原木 他県からの調達 
平２４ 

林野庁業務資料 
から作成 



原発事故前後の農林業産出額 

福島県の広葉樹生産産出額 
2010年 15.2億円（全国3位） → 2012年 7.8億円（6位） 
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木材の放射性セシウムの 
当面の指標値 

○ きのこ原木及び菌床用培地 
    原木     ：  ５０ Bq/kg 
    菌床用培地 ： ２００ Bq/kg 

○ 調理加熱用の薪及び木炭 
    薪       ：  ４０ Bq/kg 
    木炭     ： ２８０ Bq/kg 

        （乾重量） 

（林野庁、2011、2012） 
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出荷制限 原木しいたけ、野生きのこ 

（林野庁、H26.5.19） 



林業はこれからどうなる？ 

• 福島県（森林率71%、全国４位） 

• 良質きのこ原木の生産地→他県に供給 
 

• 生産者の最大の関心 
 

２０年後のきのこ原木（コナラ）は 
売り物になるのか？ 
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里山の暮らしを取り戻したい 

12 福島県田村市都路町 



（樹体外と） 
• 落葉 
• 根からの吸収 
• 根の枯死脱落 
（樹体内で） 
• 移動拡散 
• 転流 

樹木へのセシウム移行・吸収が鍵 



本日後半の報告 

放射性Csによる樹木の汚染と土壌ー 

1. コナラ林の地上部地下部汚染状況と土壌（三浦） 

2. 樹木と土壌間の根を介したCsの移行（遠藤） 

3. 果樹園における根によるCsの土壌への移行（高田） 
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コナラ林地上部・地下部汚染調査の目的 

きのこ原木の放射能汚染の将来予測
のために、 
 
• コナラ樹体中の放射性セシウムの分

布特性を明らかにする 
• 特に、地下部の根系および土壌の放

射性セシウム分布に着目する 
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16 福島県田村市都路町 

広葉樹人工林 
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広葉樹萌芽林施業 

萌芽更新 

新規植栽 

約２０年 



ふくしま中央森林組合、都路町大久保試験地（コナラ、２６年生） 
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調査地：福島県田村市都路町 
137Cs 100–300 kBq/m2 
    （第3次航空機モニタリング、2011.7） 

・ 2014年3〜4月、 
26年生コナラ林で3個体 

・ 地上部 ：高さ別に5部位 

・ 地下部 ：全層を太さで4部位 

・ 土壌 ：落葉層と深さ別に8層 

・  Ge半導体検出器で放射能測定 
（2014.4.1に補正） 
 

調査地と測定方法 

< 1年生枝 

枝 > 6 m 

幹 > 4 m 
幹 > 2 m 

幹 > 0.5 m 
根株中心部 

大根 > 10 mm 
中根 2–10 mm 

細根 < 2 mm 

0–5 cm 
–10 cm 

–15 cm 
–20 cm 

–40 cm 

–60 cm 

–80 cm 

–100 cm 

LF層 
H層 

0–10 c深 

細根と中根 土壌 

20–40 cm 
深 

< 50 cm 深さ 
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地上部調査 
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地下部掘り取り調査 
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根の洗浄作業 

<2mm 2-10mm >10mm 

根株中心部 



リター・土壌調査 
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H層 

1m 
断面 

20cm 
断面 



結果 
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コナラ林内の137Cs蓄積量 

・樹体に10％ 

・残りは、落葉と

土壌に半分ずつ 

25 

地上部

樹体 
8% 

地下部

樹体 
2% 

リター

層 
43% 

土壌0-
20cm 
42% 

土壌     
20–

100cm 
5% 

93 kBq/m2 
(2014.4.1) 

林野庁報道資料（2015.3.27） 



コナラ樹体の部位別137Cs蓄積量 
 

・地上部に84％、うち 

 枝と樹皮が71％ 

 直接汚染部位と 

 成長部位に蓄積 

・地下部には16％ 

 

・地上部収穫は除染 
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枝・1
年生 
3% 

枝・

>6m高 
38% 

幹・

樹皮 
30% 

幹・材 
13% 

細根 
1% 

中根 
1% 

大根 
9% 

根株

中心

部 
5% 

9 kBq/m2 
(2014.4.1) 



コナラ林の土壌中の137Cs蓄積量分布 
 

・LF, H層と0–5cm 
土壌に蓄積が集中 
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137Cs部位別濃度ーセシウムは樹体内を巡る 
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< 1年生
枝 

枝 > 6 m 

幹 > 4 m 
幹 > 2 m 

幹 > 0.5 m 
根株中心部 

大根 > 10 mm 

中根 2–10 mm 

細根 < 2 mm 

0–5 cm 
–10 cm 

–15 cm 
–20 cm 

–40 cm 

–60 cm 

–80 cm 

–100 cm 

LF層 
H層 

0–10 c深 

細根と中
根 

土壌 

20–40 cm 深 

< 50 cm 深さ 



コナラのきのこ原木利用部位濃度 

きのこ原木の指標値は、50 Bq/kg 

試験地の汚染状況：93 kBq/m2、0.33μSv/h (2014.4.1) 
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個体 N 材 樹皮 幹（原木） 

(Bq/kg) (Bq/kg) (Bq/kg) 

大 3 271 ± 42 2053 ± 590 520 ± 113 

中 3 265 ± 78 2657 ± 1378 790 ± 361 

小 3 159 ± 24 2970 ± 1062 711 ± 309 

* 0.5, 2, 4m高の円板試料の平均 



（樹体外と） 
• 落葉 
• 根からの吸収 
• 根の枯死脱落 
（樹体内で） 
• 移動拡散 
• 転流 

セシウムの動き、切り分け、定量が難しい 
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萌芽更新 植栽 

８４％ 

１６％ 



32 

○ きのこ原木広葉樹の汚染が林業再開の大きな障害 

○ 放射性Csは樹体内を巡っている 
吸収、放出、転流、その経路と移行量は未解明 

○ きのこ原木の将来の汚染予測モデルの確立には、 
移動経路と量の解明が重要 

○ 他の取り組み 

  − 安定同位体セシウム133の利用 

  − 大気圏核実験のセシウムの追跡 

  − きのこ原木の指標値について 

まとめ、今後の課題 
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(Yoshida et al. 2004) 

137Cs-133Cs分布の平衡状態 



原子力規制庁．「環境放射線データベース」から作成 

日本全国における137Cs月間降下量の推移 
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（放射線量等分布マップ拡大サイト/電子国土、文部科学省） 

134Cs + 137Cs沈着量、2012年5月31日 



きのこ放射能汚染の別の側面 
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○ きのこ原木の指標値 ５０ Bq/kg 
  ← 食品の基準値が一律１００ Bq/kgは適切か？ 

○ 年間１人当たりの消費量 
主食の米*1 59.5 kg ←→ 副食のきのこ*2 3.4 kg 
*1 http://www3.ocn.ne.jp/~eiyou-km/newpage54.htm 
*2 http://www.rinya.maff.go.jp/j/tokuyou/tokusan/megurujoukyou/pdf/2-1kinoko.pdf 



きのこ放射能汚染の別の側面 
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• 食品を通した
ヒトの被曝 

• くらしを 
とりもどす 

バランス 

○ きのこ原木の指標値 ５０ Bq/kg 
  ← 食品の基準値が一律１００ Bq/kgは適切か？ 
 
○ ヨーロッパでは、主食、副食によって基準値に違い 
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福島県田村市都路町 

里山の暮らしを取り戻したい 

森林の機能は変化していない 
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福島県田村市都路町 

東京大学院農学生命科学研究科「放射線実践教育
プログラム」 
  益守眞也（森林科学専攻） 
  高田大輔、関谷信人（生態調和農学機構） 
  放射性同位元素施設 
 
ふくしま中央森林組合、同都路事業所 
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